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緊急時透析情報共有マッピングシステム「DIEMAS」導入および施設会員費改定のお知らせ 

 

平素より静岡県腎不全研究会の活動にご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

Dialysis Information in Emergency Mapping System (DIEMAS)は災害時に各透析施設の被災

状況等を迅速に共有するシステムであり、医工連携事業として東京都透析医会・東京都臨床工学

技士会が共同で構築し、アルカディア・システムズ株式会社により運用されています。2020 年

の運用開始以降、現在は 12 以上の都道府県で導入され、全国的に導入・活用が広がっています。 

本研究会では、2025 年より DIEMAS の導入について協議を重ねてまいりました。2026 年 3

月 22 日に開催した第 72 回静岡県腎不全研究会幹事会において DIEMAS の導入の是非を幹事に

おける投票で決定することとなりました。2026 年 4 月 15 日に開催した静岡県腎不全研究会臨

時 web 幹事会において、DIEMAS 導入賛成 26 名（96．3％） 反対 1 名にて、DIEMAS を導

入することを決定致しました。 

DIEMAS 利用費用は 1 施設あたり年間 3,000 円（税抜）となるため、施設会費を 2026 年度よ

り以下のように増額改訂させて頂きます。 

 

■ 施設会員費 

・現行：年間 10,000 円 

・改定後：年間 13,000 円 

 

今年度中の DIEMAS 運用開始を目標として準備を進めております。各ご施設への説明会

(アルカディア・システムズ社による web 開催)につきましては、秋頃を目処にご案内予定で

す。静岡県腎不全研究会ホームページにて DIEMAS に関する講演(令和 7 年 3 月開催の第

65 回静岡県腎不全研究会 『DIEMAS を使用した災害対策』 神奈川工科大学健康医療科

学部臨床工学科 川崎路浩先生)をオンデマンドでご視聴できますので、ぜひ参照ください。 

https://shizuoka-jinfuzen.jp  (会員専用ページパスワード:  jinfuzen ) 

 

なお、会則改訂（令和 7 年 10 月 5 日改正）により、施設会員が 3 年以上連続して会費を滞納

した場合は会員資格を喪失することとなりました。会費納入につきましてもご理解とご協力を

賜りますようお願い申し上げます。 



参考資料：DIEMAS について （アルカディア・システムズ提供資料より引用） 

 

 


